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　廿日市市で暮らす外国人に安心して暮らしてもらう
ためには、日常生活に困らないよう日本語能力を身に
付けたり、外国人同士あるいは日本人住民と交流でき
る機会をつくったりすることが大切です。市では、外
国人が身近な場で日本語が学べるよう、地域日本語教
室を開催しています。
　日本語教室が開催されていない宮内地区に新たに開
設するため、廿日市市国際交流協会、宮内市民セン
ターと協力して準備を進めてきました。
　今年の１月から日本語教室活動希望者に、日本語教
室の基礎を学ぶ講座をオンラインで開催した後、受講
者同士の対面での交流や実際に他市で日本語教室を運

営している講師のお話を聞くなど、教室立ち上げに向
け、気持ちを高めていきました。
　最終的に、１９人が日本語学習支援者となり、７月か
ら宮内市民センターで地域日本語教室「日本語ひろば
宮内」がスタートしました。今までの講座などで学ん
だことを活かして、支援者同士で考え、協力しながら
教室に来た外国人たちと接しています。外国人たちも
楽しく日本語を学んでいます。
　もし、近くに日本語を学んだり、交流したい外国人
がいましたら、地域日本語教室を案内してください。

「日本語ひろば宮内」の活動がスタートしました
問い合わせ　国際交流・多文化共生室緯運0201

多文化共生の扉み ん な が 手 を つ な ぐ た め に
問い合わせ　人権・男女共同推進課緯運9136～沖縄の少女が問いかけるもの～
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情報公開制度・個人情報保護制度と運用状況
問い合わせ　総務課緯運9101開示請求 開示申出

（※ １）
決定などの状況

全部開示 部分開示（※ ２） 不開示(※ ３ ) 取下げ
請求 申出 請求 申出 請求 申出 請求 申出

６２ １１７ ３９ １４ ５２ ９４ １8 ２３ １７ ５
※1　開示申出とは、条例で定める請求権者（市内に住所がある人など）以外の人からの閲覧などの申し出のことです
※2　部分開示とは、特定の個人を識別できる情報などが含まれていたため、その部分を除いて開示したものです。また、1件の請求に対し複数の

決定が行われる場合があることから、請求の件数と決定などの件数の合計は、必ずしも一致しません
※決定などに対する行政不服審査法の規定に基づく審査請求は1件ありました

開示請求 決定などの状況 訂正請求 利用停止
請求全部開示 部分開示 不開示(※ ３ ) 取下げ

１４ ６ １0 ２ 0 0 0

令和３年度の個人情報の開示請求などの状況

令和３年度の公文書の開示請求（申出）の状況

※決定などに対する行政不
服審査法の規定に基づく
審査請求は、3件ありま
した
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教室名 と　き ところ

日本語ひろば宮内
第 １・３土曜日
１３：３0 ～ １５：00
第 ２・４ 土曜日
１8：３0 ～ ２0：00

宮内市民センター

日本語教室　言の葉 毎週火曜日
１９：00 ～ ２0：３0 中央市民センター

阿品日本語教室 毎週木曜日
１8：３0 ～ ２0：00 阿品市民センター

さくら日本語教室
毎週金曜日

１４：00 ～ １５：３0 市民活動センター随時
時間　要相談

友和日本語教室
第 １・３木曜日
１8：３0 ～ ２0：00
第 ２・４ 土曜日
１４：00 ～ １５：３0

友和市民センター

宮島日本語教室 月 １回土曜日
１8：00 ～ １９：３0

宮島まちづくり
交流センター杉之浦

地
域
日
本
語
教
室

の
詳
細
は
こ
ち
ら
▼

※3 不開示とは、開示することができない情報が含まれており、その開示することができない情報を除いた残りの部分に有意な情報がないことや、
開示請求された公文書を市が保有していないことなどを理由として、その全てを開示しないこととしたものです




